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機械器具 68 印象採得又は咬合採得用器具 
一般医療機器 歯科用咬合器（10201000) 

 

AG セラミル  シリーズ  Artex 
 

 
【形状・構造及び原理等】 
1 .  外観  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2 .  型 式  
 
コ ン ダ イ ラ ー 型  
 ・ A r t e x  B N  
 ・ A r t e x  C N  
 ・ A r t e x  C T  
ア ル コ ン 型  

   *・ A r t e x  C P（ C P R）  
 ・ A r t e x  C R  
 
 

3.  原理  
生体の顎関節窩に相当する上弓と、下顎頭に相当す
る下弓からなる構造があり、人の下顎運動の一部を
シュミレートするために用いる。  

 
【使用目的又は効果】  
補綴物の製作及び診断に使用し、患者の下顎運動をシ
ミュレートするために用いる。  

 
【使用方法等】  
インサイザルピン上部の目安線に上弓の上面を合わせ、
矢状顆路傾斜角、平行側側方顆路角、作業側側方顆路角
を基本的な値に設定し、フェイスボウにより上顎模型を
装着し、上顎歯列をトランスファーする。  
 
(1)  フェイスボウからマウントする前にマウンティング

プレートを本品に装着する。  
(2)  フェイスボウで印記したワックスの上に模型をマウ

ンティングする。  
(3)  バイトフォークから模型がずれないように固定して

上顎からマウンティングする。  
(4)  上顎をマウントした状態で石膏が固まるまで待つ。  
(5)  シリコンバイトやワックスバイトを咬ませ、ワック

ス等で固定する。  
(6)  咬合器を裏返して石膏が流れ落ちないように、下顎

をマウンティングする。  
(7)  正確にマウンティングされているかを確認する。  
(8)  側方顆路角を調整する。  
(9)  矢状顆路角を調整する。  
 
 詳細は使用説明書を参照して下さい。  

【使用上の注意】  
(1) 付属の使用説明書を必ず参照すること。  
( 2 )  本器は、【使用目的又は効果】の項に記載の用途以

外に使用しないこと。  
( 3 )  本器は、歯科医療有資格者以外は使用しないこと。  
( 4 )  患者の咬合機能を再現する以外の目的には使用しな

いこと。  
( 5 )  無理な角度で使用しないこと。  
 
【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】  
  製造販売元：朝日レントゲン工業株式会社  
 住 所：〒 601-8203 

        京都市南区久世築山町 376 番地の 3 

  電 話 番 号：075-921-4330 
  F A X：075-921-6675 
  U R L：www.asahi-xray.co.jp 

  e - m a i l：sales@asahi-xray.co.jp 
  受 付 時 間：9:00～17:00（休日･弊社休業日を除く） 
  製 造 元：アマンギルバッハ (Amann Girrbach AG) 
  国 名：オーストリア  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

「使用説明書」を必ずご参照下さい  


